
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年４月９日                  全国一般神奈川                    第２８７（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
４
月
１
０
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
４
月
１
１
日 

１
４
時 

М
М 

日
立
情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
団
体
交
渉 

●
４
月
１
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
４
月
１
２
日 

１
９
時 

ウ
エ
ブ 

郵
政
会
議 

 

●
４
月
１
４
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
４
月
１
４
日 

１
８
時
３
０
分 

旭
区
役
所 

鯉
住
宅
団
体
交
渉 

 

●
４
月
１
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
７
回
担
当
者
会
議 

 

●
４
月
１
６
日 

１
５
時
３
０
分 

 

ビ
ス
テ
オ
ン
・
最
賃
情
宣
行
動
（
新
杉
田
） 

 

●
４
月
１
９
日 

１
０
時 

県
労
委 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
県
労
委
第
１
回
和
解
期
日 

 

●
４
月
２
０
日 

１
８
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
４
月
２
１
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
・
横
浜
Ｙ
М
Ｃ
Ａ
会
議 

●
４
月
２
１
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

●
４
月
２
１
日 

１
３
時
３
０
分 

ウ
エ
ブ 

中
央
本
部
執
行
委
員
会 

 

●
４
月
２
２
日 

１
８
時
３
０
分 

上
大
岡 

神
奈
川
県
匡
済
会
団
体
交
渉 

●
４
月
２
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
４
月
２
３
日 

１
３
時
３
０
分 

中
央
林
間 

た
け
薬
局
団
体
交
渉 

●
４
月
２
３
日 

１
７
時 

横
浜
Ｙ
М
Ｃ
Ａ 

横
浜
Ｙ
М
Ｃ
Ａ
団
体
交
渉 

 

●
４
月
２
４
日 

１
９
時 

弁
護
士
事
務
所 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
団
体
交
渉 

 

●
４
月
２
５
日 

１
３
時
１
０
分 

地
裁
５
０
２ 

丈
夫
屋
地
裁
判
決 

 

今
年
の
春
闘
統
一
行
動

は
、
県
、
横
浜
市
、
労
働
局
、

経
営
者
協
議
会
へ
の
申
し

入
れ
が
３
月
１
５
日
、
第
２

弾
が
２
２
日
と
い
う
２
日

に
わ
た
る
日
程
で
行
わ
れ

た
。
３
月
２
２
日
、
県
共
闘

の
仲
間
と
参
加
し
た
私
た

ち
全
国
一
般
神
奈
川
の
行

動
は
、
ビ
ス
テ
オ
ン
ジ
ャ
パ

ン
に
よ
る
昨
年
１
２
月
３

１
日
に
解
雇
さ
れ
た
Ａ
組

合
員
の
不
当
解
雇
撤
回
裁

判
の
第
１
回
口
頭
弁
論
傍

聴
で
ス
タ
ー
ト
。
被
告
で
あ

る
会
社
側
は
欠
席
だ
っ
た

が
、
傍
聴
席
を
組
合
側
参
加

者
で
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
す
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
後
の
社

前
で
の
抗
議
行
動
で
は
、
前

回
と
比
べ
抗
議
ビ
ラ
の
受

け
取
り
が
よ
く
、
追
加
で
コ

ピ
ー
し
て
配
る
と
い
う
状

況
だ
っ
た
。
社
前
情
宣
を
バ

ッ
ク
に
、
Ａ
さ
ん
他
３
名
の

メ
ン
バ
ー
で
会
社
へ
の
申

し
入
れ
を
行
い
、
全
国
一
般

神
奈
川
・
県
共
闘
と
し
て
解

雇
撤
回
ま
で
闘
い
ぬ
く
連

帯
と
会
社
へ
の
圧
力
を
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
誇
示
。
そ
の

後
、
神
奈
川
交
流
や
ユ
ニ
オ

ン
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団

（
Ｊ
Ｈ
Ｕ
）
等
の
メ
ン
バ
ー

と
合
流
し
て
関
内
駅
頭
情

宣
・
ビ
ラ
撒
き
を
行
い
、
最

後
は
労
働
プ
ラ
ザ
で
の
決

起
集
会
で
一
日
が
終
了
し

た
。 決

起
集
会
で
は
、
１
５
日

の
申
し
入
れ
報
告
他
各
参

加
団
体
に
よ
る
春
闘
取
り

組
み
状
況
や
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

全
国
一
般
神
奈
川
か
ら
は

沢
口
委
員
長
よ
り
、
一
つ
で

も
多
く
の
職
場
で
春
闘
要

求
を
出
し
て
使
用
者
と
の

交
渉
を
定
着
さ
せ
る
と
い

う
全
国
一
般
神
奈
川
が
継

続
し
て
取
り
組
む
春
闘
の

柱
を
今
後
も
強
化
し
て
い

く
こ
と
の
決
意
報
告
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
米
山
書
記

局
か
ら
は
、
実
質
賃
金
が
下

が
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

最
低
賃
金
に
張
り
付
い
て

い
る
労
働
者
の
割
合
が
高

い
神
奈
川
に
お
い
て
、
最
賃

の
大
幅
引
き
上
げ
、
物
価
高

騰
を
上
回
る
賃
上
げ
を
使

用
者
の
責
任
と
し
て
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
、
経
営
者

協
会
に
申
し
入
れ
を
行
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

労
働
条
件
の
向
上
や
職

場
環
境
の
改
善
を
勝
ち
取

る
た
め
の
春
闘
は
、
各
職
場

で
継
続
し
て
使
用
者
と
対

等
な
立
場
で
労
使
関
係
を

構
築
し
て
い
く
闘
い
と
も

い
え
る
。
し
か
し
同
時
に
、

職
場
の
労
使
関
係
だ
け
で

解
決
で
き
な
い
国
や
地
域

社
会
の
政
策
や
シ
ス
テ

ム
・
構
造
に
起
因
す
る
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
中
小
非
正
規
労
働
者
が

お
か
れ
て
い
る
現
状
に
対

し
て
Ｎ
Ｏ
！
の
声
を
地
域

に
発
信
し
、
地
域
市
民
を
巻

き
込
ん
で
政
権
や
経
済
界

へ
の
抵
抗
力
を
強
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
春

闘
統
一
行
動
の
実
り
を
職

場
の
闘
い
に
生
か
す
た
め

に
も
、
最
賃
情
宣
や
争
議
職

場
の
支
援
に
も
全
力
で
取

り
組
も
う
！ 

 

（
八
木
） 

神奈川春闘１日行動を闘う 
統一行動の成功を春闘勝利につなげよう！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年４月９日                  全国一般神奈川                   第２８７号（２） 

ふ
く
し
ま
原
発
事
故
か
ら
１

３
年
。
２
０
１
１
年
に
生
ま
れ

た
子
供
は
１
３
才
・
中
学
生
に

な
り
ま
す
。
こ
の
子
に
は
原
発

事
故
の
一
切
の
責
任
は
な
い
。

そ
れ
で
も
ず
っ
と
避
難
生
活
が

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
が
こ

の
責
任
を
取
る
の
だ
ろ
う
。 

原
発
事
故
の
処
理
は
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
デ
ブ
リ
の
回
収
ど

こ
ろ
か
、
回
収
手
立
て
を
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

汚
染
水
は
置
き
場
が
な
い
と
海

外
か
ら
の
反
対
の
声
を
押
し
切

り
、
薄
め
て
れ
ば
被
害
は
な
い

と
昨
年
か
ら
海
洋
投
棄
を
始
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
に
努
力
す
る
県

民
・
漁
民
の
努
力
を
徒
労
に
替

え
て
し
ま
う
と
私
た
ち
は
危
惧

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
政
府

は
原
発
稼
働
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
４
０
年
越
え
の
老
築
原
発
の

再
稼
働
や
新
規
建
設
に
舵
を
切

っ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
１
日
の

能
登
地
震
で
原
発
の
危
険
性
は

ど
こ
吹
く
風
、
な
お
も
留
ま
ろ
う

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
３
月
１
１
日
、
東
電
本
社

前
に
３
０
０
名
が
集
ま
り
、
原
発

事
故
の
責
任
を
取
れ
、
事
故
は
続

い
て
い
る
、
と
し
て
東
電
に
申
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月

１
６
日
に
は
福
島
で
、「
２
０
２

４
原
発
の
な
い
福
島
を
！
県
民

大
集
会
」
を
開
催
。
原
発
事
故
か

ら
１
３
年
の
節
目
の
集
会
を
１

１
０
０
人
の
参
加
で
開
催
し
て

３・
１
１
福
島
原
発
事
故
は 

ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
な
い
！ 

い
ま
す
。
さ
ら
に

３
月
２
０
日
に

は
、
東
京
・
代
々

木
公
園
で
８
０
０

０
名
が
集
ま
り
、

途
中
、
冷
た
い
風

雨
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
、
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

著
名
人
に
よ
る
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
に
始
ま

り
、
登
壇
者
か
ら

は
反
原
発
へ
の
想

代々木集会 仙台・女川原発稼働反対を訴える 

１
３
８
年
前
の
１
８
８
６
年

５
月
１
日
に
合
衆
国
カ
ナ
ダ
職

能
労
働
組
合
連
盟
は
、
８
時
間

労
働
制
を
訴
え
て
統
一
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

メ
ー
デ
ー
の
始
ま
り
で
す
。
そ

し
て
、
今
、
日
本
で
は
「
労
使

自
治
」
を
名
目
に
し
た
、
労
基

法
解
体
・
規
制
緩
和
の
動
き
が

厚
労
省
で
密
か
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
労
働
者
が
声
を
上
げ

ず
、
何
も
行
動
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
、
企
業
が
栄
え
、
民
が
滅

び
る
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

「
８
時
間
は
労
働
、
８
時
間
は

休
息
、
そ
し
て
残
り
８
時
間
は

自
分
た
ち
の
自
由
な
時
間
」
と

い
う
メ
ー
デ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
意
義
を
改
め
て
確
認
し
合
う

た
め
に
、
５
・
１
メ
ー
デ
ー
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
！
反
町
公
園

は
東
神
奈
川
下
車
。
行
進
後
は

お
弁
当
と
ビ
ー
ル
が
待
っ
て
い

ま
す
よ
！ 

■
１
０
時 

反
町
公
園（
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川

下
車） 

～ 

デ
モ
行
進 

■
１
２
時 

沢
渡
公
園 

昼
食・
交
流
後

に
解
散（
横
浜
駅
西
口） 

 

５・
１
神
奈
川
メ
ー
デ
ー
に
結
集
し
よ
う
！ 

い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
後
は
、
渋
谷

コ
ー
ス
・
原
宿
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
デ
モ
行
進
を
行
い
、
祝
日

の
渋
谷
を
歩
く
若
者
や
家
族

連
れ
が
見
守
る
中
、
参
加
者
は

の
ぼ
り
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手

に
、「
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な

い
！
」「
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な

い
！
」
と
原
発
反
対
を
訴
え
ま

し
た
。 

人
類
と
は
共
存
で
き
な
い

原
発
か
ら
の
撤
退
、
第
２
の
福

島
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
、
そ

の
思
い
を
共
有
し
、
安
全
に
暮

ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
も
原

発
の
な
い
社
会
を
共
に
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
佐
藤
） 

掲げられた大きなプラカード 3.11 東京電力本社前 

ビ
ス
テ
オ
ン
社
の
昨
年
１
２
月
末
の

解
雇
攻
撃
に
対
し
、
Ａ
組
合
員
は
本
年

１
月
２
９
日
に
横
浜
地
裁
に
地
位
確
認

等
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
３
月
２
２
日

第
一
回
弁
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

Ｍ
＆
Ａ
で
の
移
籍
時
の
、
労
働
条
件

は
維
持
す
る
、
と
の
労
使
合
意
を
無
視

し
て
の
、
Ａ
組
合
員
に
対
す
る
昇
給
と

一
時
金
差
別
が
あ
り
、
そ
の
差
別
を
正

当
化
す
る
た
め
に
、
会
社
は
人
事
考
課

を
極
端
に
悪
化
さ
せ
ま
し
た
。
ビ
ス
テ

オ
ン
社
は
更
に
、
人
事
考
課
が
悪
い
事

を
、
解
雇
理
由
と
し
た
の
で
す
。 

組
合
が
こ
の
一
連
の
攻
撃
に
有
効
な

反
撃
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
外
資

系
の
労
務
管
理
、
組
合
嫌
悪
に
対
し
経

験
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
す
。

第
一
回
弁
論
に
、
組
合
は
傍
聴
席
を
埋

め
尽
く
す
体
制
で
臨
み
、
弁
論
後
に
は

ビ
ス
テ
オ
ン
本
社
に
対
す
る
申
入
れ

と
、
二
度
目
の
情
宣
活
動
を
闘
い
ま
し

た
。 第

二
回
弁
論
か
ら
は
ウ
ェ
ブ
と
な
り

ま
す
が
、
司
法
で
の
勝
利
と
職
場
復
帰

に
あ
た
っ
て
の
職
場
環
境
の
改
善
の
た

め
に
も
、
労
働
者
の
労
働
組
合
へ
の
組

織
化
に
向
け
た
、
本
社
抗
議
行
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。（
担
当 

藤
井
） 

ビ
ス
テ
オ
ン
解
雇
撤
回
闘
争 

外
資
系
企
業
で
の

解
雇
撤
回
と
組
織
化

を
目
指
し
て 

３
月
３
１
日
（
日
）
に
毎
年
恒
例

の
お
花
見
を
今
回
は
久
し
ぶ
り
に

小
田
原
の
城
址
公
園
で
開
催
し
ま

し
た
。 

当
日
、
気
温
は
と
て
も
暖
か
く
、

夏
日
に
至
る
勢
い
で
し
た
。
し
か

し
、
桜
の
開
花
は
皆
、
予
想
外
れ
の

一
分
咲
き
で
し
た
。天
気
は
と
て
も

良
く
花
見
に
は
絶
好
で
し
た
。そ
こ

そ
こ
の
花
見
客
と
沢
山
の
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で
お
酒
な
ど

を
片
手
に
語
り
合
い
な
が
ら
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。そ
し
て
楽
し
い
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。ま
た
来
年
も
お
花
見
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
瀧
山
） 

３
・
３
１ 

お
花
見
会 

春
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 


